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• エネルギーをめぐる状況のダイナミックな変化
– エネルギー転換と拡大する投資と市場

• パリ協定の長期目標と現状の政策とのギャップ
– 脱炭素化支援の意義

– 脱炭素化政策による多面的な便益（マルチベネフィッ
ト）

• 社会的課題解決を通じたビジネス機会の拡大と
企業価値の向上
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変わるエネルギー事情

3出典：石炭火力発電輸出ファクト集2020、2020年



クリーンエネルギーへの投資
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地域別のクリーンエネルギー投資

BloomberNEF︓Clean Energy Investment Trends
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BloomberNEF︓Clean Energy Investment Trends

技術別のクリーンエネルギー投資

（Billion US $）

2014年以来、年投資額は3000億米ドル（33兆円）を超える
再エネ投資が、他の電源への投資を大きく上回る。化石燃料への投
資の2倍以上に



パリ協定の長期目標と
現在の政策とのギャップ

5出典：OECD/IEA 2019を基に高村加筆

各国が予定する対策が実施さ
れる場合の排出量の見通し

パリ協定長期目標（2℃目標）を達成する想
定の排出量の見通し

長期目標の明確化でどこに対策が、イノベーションが必要かが見えてくる

エネルギー効率改善＝37％

再生可能エネルギー＝32%

燃料転換＝8％

原子力＝３％

炭素回収貯留（CCUS）＝9％

その他＝12％

現状とめざす未来との間の
ギャップ（ギガトンギャップ）



パリ協定の長期目標と
現在の政策とのギャップ（東南アジア）

6出典：IEA、2019を基に高村加筆

長期目標の明確化でどこに対策が、イノベーションが必要かが見えてくる

エネルギー効率改善

再生可能エネルギー

燃料転換

炭素回収貯留（CCUS）

その他

各国が予定する対策が実施さ
れる場合の排出量の見通し

現状とめざす未来との間の
ギャップ

パリ協定長期目標（2℃目標）を
達成する想定の排出量の見通し



パリ協定の長期目標と
現在の政策とのギャップ
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パリ協定の長期目標達成を含むSDGs実現のためには
一層のエネルギー効率改善と再エネ導入が必要

出典：IEA、 2019年

エネルギー効率の年改善率 最終エネルギー消費に占める再エネの割合

公表政策
シナリオ
2018-40

公表政策
シナリオ
2018-40

持続可能な
開発シナリ
オ 2018-40

持続可能な
開発シナリ
オ 2018-40



脱炭素化政策と
健康のベネフィット

8出典：石炭火力発電輸出ファクト集2020、2020年



脱炭素化政策のマルチベネフィット
（東南アジア）
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出典：石炭火力発電輸出ファクト集2020、2020年
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Thank you for your attention!

Yukari TAKAMURA
E-mail: yukari.takamura@ifi.u-tokyo.ac.jp
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